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1． はじめに 

 

東洋アクアテックは、「3C Care Program」という経営理念と「水に命を与える」

というフレーズをのもと、地下水資源の管理と適正な利用を行い、持続可能な社

会の実現に向けて取り組みを続けてまいりました。 

 

創業以来、自然災害が多発するわが国の災害対策の一翼を担ってきた企業とし

て、複雑化・深刻化する社会課題の解決にこれからも立ち向かい続け、さらなる

企業価値の向上を図っていくことが我々の責務です。特に、わが国を含む 124 か

国と 1 地域が表明した「2050 年までのカーボンニュートラル実現」という目標

については、各企業が環境負荷を低減していくことが求められています。 

 

このような世界的な潮流に対応し、長期的な視点で企業活動を続けていくこと

の重要性について改めて考えた結果、資材の調達・加工・組立・輸送・使用・廃

棄にわたる製品のライフサイクル全体を通し、環境に配慮した積極的な取り組

みが必要であるとの考えに至りました。 

 

本ガイドラインでは、グリーン調達に関する東洋アクアテックの考えおよびお

願い事項について示させていただいております。 

 

環境負荷の小さい製品・部品・サービス等を調達する環境経営の継続に向けた活

動を実りあるものにするため、調達取引先の皆様には、ご理解とご協力を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 
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2． 東洋アクアテックの環境方針 

 

環境理念 

東洋アクアテックの考える"持続可能な社会"とは、平時・非常時問わず、すべて

の人間が必要な時に必要なだけ水を利用できる、効率的かつ災害対策が保証さ

れた水資源の利用が実現された循環型社会です。 

 

これに加えて、昨今の社会情勢や各企業への環境負荷の低減への取り組みの要

請を踏まえ、東洋アクアテックは、顧客・パートナー・すべてのステークホルダ

ーと共に、地球環境・社会環境への積極的な対応を優先して経営に組み込んでま

いります。 

 

基本方針 

1．環境保全に関連する法規制を遵守いたします。 

2．事業活動においてグリーン調達を推進いたします。 

3．気候変動に伴う水不足、開発による生物多様性への悪影響といった環境課題

への対策に積極的に取り組んでまいります。 

4．災害時の安全な水の供給、離島での飲料水の確保といった社会課題への対策

に積極的に取り組んでまいります。 

5．ホームページ等を通して、社内外に対して環境保全の重要性を認識させる啓

発活動を継続的に行ってまいります。 

6．オフィスにおけるペーパーレス化の推進、廃棄物の分別、資源のリサイクル

に積極的に取り組んでまいります。 

7．この基本方針は一般に公開いたします。 
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3． グリーン調達の目的 

 

東洋アクアテックでは、調達取引先様との共同により、積極的に地球環境や社会

環境に配慮した経営を推進している調達取引先様から、環境負荷の小さい製品・

部品・材料・サービス等をご提供いただくことを目指します。これにより、環境

調和型製品・サービスの創出を行い、東洋アクアテックが目指す循環型社会なら

びに持続可能な社会の構築に貢献いたします。 

 

 

 

4． グリーン調達の適用範囲 

 

本ガイドラインは、東洋アクアテックの購買部門が購入する製品について適用

いたします。 

 

 

5． 調達取引先様へのお願い事項 

 

調達取引先様との取引に関しては、製品評価に加えて、下記に定める当社からの

お願い事項に対して積極的に取り組まれている調達取引先様を優先とさせてい

ただきます。 

 

環境課題に関するお願い 

1．ISO14001 認証やそれに準ずる環境マネジメントシステムを構築し、第三者認

証を受けている。あるいは、その準備を行っている。 
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2．関係する法律を遵守している。 

3．省エネ、廃棄物、輸送手段等の環境自主改善活動を行っている。あるいは、

その推進計画がある。 

4．企業理念や方針の中で、環境課題や社会課題への配慮について定めている。

また、それを一般に公開している。 

 

社会課題に関するお願い 

1．事業活動に関連する法規制や条例などを遵守する仕組みがある。 

2．最新の法規制や地方条例などの情報を都度入手し、仕組みをアップデートす

る組織あるいは担当者が明確である。 

 

調達品の環境負荷低減に関するお願い 

1．再生部品または再生資源を利用している。 

2．環境に配慮した包装および梱包を行っている。 

3．製品に関する環境情報を提供している。 

4．分解・分別・リサイクル・廃棄が容易である。もしくは、その手順について

当社の要請に応じて説明する準備がある。 

5．使用済みの製品を、当社の要請に応じて回収する仕組みがある。 

6．法規制による使用禁止化学物質を使用していない。 

 

情報提供に関するお願い 

1．上記のお願い事項について、当社が要求する場合、必要な情報をご提供いた

だくことができる。 

※ なお、当該情報が機密情報となり得る場合は、その旨をご連絡ください。 


